希少がん診療について
希少がんとは
希少がんとは、症例数が少なく診断や治療に高い専門性が求められるがんの総称で、患者数が少ないため診断までに時間を要し、また、治療経験のある医療機関が限られる場合があります。
産業医科大学病院では、関係診療科が連携し、患者さん一人ひとりの病状に応じた診療を提供しています。また、必要に応じて専門施設との連携を行い、最適な医療につなげています。
当院で対応している主な希少がん
当院では次のような希少がん患者さんの診療を行っています。
・悪性黒色腫、その他皮膚がん
・軟部腫瘍（軟部肉腫等）
・神経内分泌腫瘍（NET、NEC）
・原発不明がん
原発巣が特定できないがんについて、画像診断や病理診断を活用し診断と治療を行います。
・その他の希少がん
病状や疾患に応じて対応し、必要時には専門医療機関をご紹介します。
希少がん診療体制
当院では、診断・手術療法・薬物療法・放射線療法・緩和ケア等について関係診療科が連携して対応します。必要に応じてキャンサーボード（多職種カンファレンス）で治療方針を検討します。
他の医療機関との連携
希少がん診療では、高度な専門性を有する医療機関との連携が重要です。「福岡県がん診療連携協議会希少がんワーキング」や「九州・沖縄・山口における希少がん診療連携に関する会議」に参加し、他施設との情報共有に努めております。

